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【平成２８年度 冬休み前集会】 

 夏休み明けから７９日間。平成２8年もあと９日で終わり、新しい年を迎えます。みなさんにとって今年
はどんな年でしたか？しっかりと振り返ってみましょう。 
 夏休み明け集会では、二人のスポーツ選手の言葉を紹介しました。 
一人目は、史上30人目のメジャー通算3000安打を達成した「イチロー選手」の言葉。 

『継続(けいぞく)は才能(さいのう)を上回(うわまわ)る.』「いままで自分がやって 
きたことを、しっかり継続することが、イチローという選手の能力を引き出すためには、 
はずせないことです。」と話します。人生とは、目の前の一瞬しか存在しないのです。未来を切り拓くには、
目の前の大切な一瞬に命をかける。大仕事を成し遂げるためには毎日の小さな積み重ねを続けることが大切
なのです。  
 二人目は「リオオリンピック」。体操男子団体や個人総合で金メダルを獲得した内村 
航平選手の言葉。内村選手は最後の鉄棒の演技での大逆転と、最後まであきらめないで 

攻め続ける姿がありました。内村選手は、『もう何(なに)もでないところまで出(だ) 
し切(き)った』と話しました。    
 イチロー選手や内村選手の言葉を忘れずに、毎日１時間１時間に全力を尽くして積み 
重ねていく努力と、しっかりした目標を持って毎日の授業や行事に集中し、様々な行事や大会等にも積極的
に取り組んで、自分自身を鍛えてほしいと話しました。そして、合言葉は「全力投球・３S」 
第１のS：「Study～学習～」  第２のS：「Sport～運動～」  第３のS：「Speech～発表～」 

 また、後期の始業式では、後期のスローガン「３つの氣」＝「本氣」「元氣」「根氣」について話し
ました。 何をやるにしても、まず、「本氣」 になること。そして、明るく前向き に「元氣」でないと、良
い結果は出ません。１回や２回では駄目。「継続は力」 と失敗を恐れず「根氣」よくやること。すると、い
つの日か、［運氣］が 自分に向いてくると。この７９日間、「チーム要田4７名」一人一人が自分のよさを
発揮しようと日々、「全力投球３Ｓ」・「３つの氣」で生活できました。後期を振り返ってみましょう。 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
  
 多くの行事を通して、校長先生が嬉しいことは、みんなは決してあきらめないことです。「Study」も
「Sport」も「Speech」も、「本氣」「元氣」「根氣」の心で少しでも自分自身を高めていこうと頑張っ
ていたことがすばらしいと思います。市陸上大会や校内マラソン大会、田村富士ロードレース大会、学習発
表会、日々の授業等、いろいろな場面で見ることができました。また、それ以上に嬉しいことがあります。
関心・感動・感謝の「３かん王」です。「ドッヂビー教室」、「ダンス教室」、「ありがとうのえほん」、
「ねこはしる」、「たかはしべんスクールコンサート」等の体験活動など、いろんなことに関心を持つ、興
味を持つ。そして感動する気持ち、すごいな、おもしろいね、不思議だな。そして一番大事なのが「ありが
とう」の感謝の心。生活していく中で、感謝の心はとても大事です。感謝の「謝」は「言べんに射る」と書
きます。だから、「ありがとう」と言う気持ちを相手に射らないといけないんです。相手の心に「ありがと
う」を届けること、それは、どれくらい口に出して感謝できるかです。校長先生からみんなに「ありがと
う」です。１年を終えるにあたって、先生方はじめ家族やお世話になった人たちに、「ありがとうございま
した」と心を口に出して届けてください。また、この冬休みは毎日寝るときに感謝して眠る。「今日も楽し
かった。一日ありがとう」って感謝して眠る。そして、１２月３１日には「今年１年とっても楽しかった。
ありがとう」と。目が覚めて、１月１日、新年には、家族や地域の人に、「明けましておめでとうございま
す。今年もよろしくお願いします」と挨拶しましょう。明日から冬休みです。安全と健康に気をつけて、よ
い年を迎えましょう。 
 平成2９年1月１０日（火）にはみんなの元気な顔を見せてください。今年１年「ありがとう」。 


